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ョン様式、表現重視の分析においては、Lakoff (1973)、Grice (1975)、Leech (1983)、Brown&Levinson (1987)
（以下 B&L 1987とする）、Beebe et al.(1990)、山岡・牧原・小野(2010)の理論を引用しながら、研究対象と
する断りの発話行為に関する先行研究の成果と問題点を指摘した。 




































































  平成 28年 1月 12日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(国際日本研究)の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
